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『
１
９
４
５
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
』 

社
会
科 

野
村 

英
世 

 
 

 

憲
法
改
正
を
め
ぐ
る
動
き
が
現
実
味
を
帯

び
て
き
た
今
こ
そ
、
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い

本
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
本
に
出
て
く
る
女
性

の
名
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
籍
の
ベ
ア
テ
・

シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
と
い
い
ま
す
。
終
戦
当

時
二
十
二
歳
だ
っ
た
こ
の
女
性
こ
そ
、
日
本

国
憲
法
制
定
に
関
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人

で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
頃
あ
ま
り
に
低
か

っ
た
日
本
女
性
の
地
位
の
向
上
に
尽
力
し
た

民
間
人
な
の
で
す
。 

 

彼
女
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る
父
親
（
リ

ス
ト
の
再
来
と
い
わ
れ
た
）
が
東
京
音
楽
学

校
（
現
東
京
芸
大
）
教
授
に
招
か
れ
た
関
係

で
、
五
歳
か
ら
約
十
年
間
に
渡
り
日
本
で
過

ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼

女
は
日
本
女
性
の
社
会
的
、
そ
し
て
家
庭
内

で
の
地
位
の
低
さ
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

 

十
六
歳
に
な
っ
た
彼
女
は
、
ア
メ
リ
カ
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
あ
る
ミ
ル
ズ
・
カ
レ

ッ
ジ
に
入
学
し
、
文
学
な
ど
を
学
び
ま
し
た

が
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
後
は
両
親
と 

     

の
連
絡
も
途
絶
え
、
仕
送
り
も
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
日
本
語
の
能
力
を
発

揮
し
、
日
本
か
ら
放
送
さ
れ
る
短
波
放
送
の

翻
訳
の
仕
事
を
得
ま
す
。
そ
の
後
も
日
本
向

け
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
放
送
の
原
稿
作
成
や
、
タ

イ
ム
誌
の
記
事
の
調
査
員
の
仕
事
を
こ
な
し

ま
し
た
。 

 

前
述
し
た
よ
う
に
、
彼
女
の
日
本
語
の
能

力
は
非
常
に
高
く
、
そ
れ
を
買
わ
れ
て
Ｇ
Ｈ

Ｑ
の
民
間
調
査
員
に
採
用
さ
れ
、
終
戦
の
年

の
十
二
月
二
十
四
日
に
彼
女
は
日
本
に
帰
国

す
る
の
で
す
。
彼
女
は
、
戦
争
中
も
日
本
に

留
ま
っ
て
い
た
両
親
の
無
事
を
確
認
し
、
厳

冬
の
軽
井
沢
か
ら
東
京
に
二
人
を
呼
び
寄
せ

ま
す
。 

 
 
 

 

こ
こ
か
ら
、
憲
法
草
案
作
成
に
お
け
る
彼

女
の
役
割
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
ず
都
内
の
図

書
館
に
出
か
け
、
各
国
の
憲
法
に
つ
い
て
書

か
れ
た
大
量
の
資
料
を
収
集
し
ま
し
た
。（
余

談
で
す
が
、
終
戦
直
後
の
東
京
に
こ
う
し
た

資
料
が
よ
く
残
っ
て
い
た
も
の
だ
と
彼
女
自

身
も
驚
い
て
い
ま
す
）
こ
れ
ら
の
資
料
は
大

い
に
役
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
彼
女
は
人
権
小

委
員
会
で
、
社
会
保
障
と
女
性
の
権
利
に
つ

い
て
の
条
項
を
担
当
し
ま
す
。
特
に
女
性
の 

権
利
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
進
歩
的
な

内
容
の
も
の
を
書
い
て
い
ま
す
。
残
念

な
が
ら
、
彼
女
が
書
い
た
内
容
の
多
く

の
部
分
は
削
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

現
憲
法
の
第
二
十
四
、
二
十
五
、
二
十

七
条
に
彼
女
の
考
え
が
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

確
か
に
、
そ
の
制
定
の
経
緯
か
ら
、

現
憲
法
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
押
し
付
け
と

い
う
批
判
も
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は

ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
の
思
い
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。 

         

『
１
９
４
５
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
』 

 

 

著
者 

 

ベ
ア
テ
・シ
ロ
タ 

ゴ
ー
ド
ン 

 

日
本
国
憲
法
に
お
け
る
人
権
条
項

作
成
を
担
当
し
、
特
に
女
性
の
権
利

の
明
記
に
貢
献
し
た
ベ
ア
テ
・
シ
ロ

タ
・
ゴ
ー
ド
ン
の
自
伝
。 
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「
本
と
の
出
会
い
」 

 



  

 

  

  

○
校
長
賞 

 
 
 
 
 

 
 

     

   ○
教
頭
賞 

              

                             

                             

                             

〈 

校
長
コ
メ
ン
ト 

〉 
 

卒
業
式
を
目
前
に
控
え
て
、
素
直
に
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

卒
業
式 

今
日
で
最
後
の 

通
学
路 

俳
句
コ
ン
ク
ー
ル 

 
入
選
作
品 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

一
年
Ａ
組 

長
澤 

樹 

恋
き
た
り 

心
の
桜 

咲
き
ほ
こ
る 

 
 
 

〈 

教
頭
コ
メ
ン
ト 

〉 

恋
の
到
来
を
生
き
生
き
と
前
向
き
に
表
現
し
て
い
る
点
が
良
い
で
す
ね
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

一
年
Ｄ
組 

杉
澤 

亜
沙
夏 

夏
祭
り 

恋
の
は
じ
ま
り 

頬
染
ま
る 
 
 
 
 

 

〈 

教
頭
コ
メ
ン
ト 

〉 
 

淡
い
恋
心
に
恥
じ
ら
い
を
持
っ
て
表
現
し
て
い
る
点
が
新
鮮
で
し
た
。 

三
年
Ｂ
組 

宮
内 

結
奈 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 〈 

三
学
年 

〉 
 

 
 
 

夜
の
雪 

地
面
は
白
く 

ゆ
び
赤
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
年
Ｄ
組 

石
井 

万
智 

冬
の
朝 

澄
ん
だ
空
気
に 

凜
と
立
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
年
Ｄ
組 

田
口 

栞
奈 

〈 

二
学
年 

〉 

ク
リ
ス
マ
ス 

今
年
は
降
る
か
な 

白
い
星 

 
 
 
 
 

二
年
Ａ
組 

山
﨑 

明
子 

〈 

一
学
年 

〉 

赤
と
ん
ぼ 

遊
び
つ
か
れ
て 

一
休
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
年
Ｄ
組 

髙
橋 

諒
次 

  

 雪
降
る
日 

手
か
ら
伝
わ
る 

君
の
熱 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
年
Ａ
組 

越
川 

唯 

花
火
見
に 

空
よ
り
目
が
い
く 

出
店
道 

 
 
 
 
 
 
 

三
年
Ｂ
組 

山
形 

奈
津
江 

君
の
声 

見
上
げ
て
気
付
く 

紅
い
空 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
年
Ｃ
組 

熱
田 

愛
美 

冬
の
空 

ひ
か
り
輝
く 

流
星
群 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
年
Ｃ
組 

石
田 

紗
耶
佳 

雪
が
ふ
り 

も
ら
し
た
吐
息 

ま
じ
る
白 

 
 
 
 
 
 
 

三
年
Ｄ
組 

大
倉 

茉
鈴 

届
か
ぬ
手 

気
持
ち
が
言
え
ず 

卒
業
式 

 
 
 
 
 
 
 

二
年
Ｂ
組 

池
田 

瑞
華 

冬
の
空 

君
と
見
て
い
た 

流
星
群 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
年
Ｂ
組 

山
﨑 

崇
斗 

缶
コ
コ
ア 

至
福
の
一
時 

こ
こ
に
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 

二
年
Ｄ
組 

田
谷 

和
弘 

君
の
こ
と 

ま
た
目
で
お
っ
て
る 

う
ち
が
い
る 

 

一
年
Ｃ
組 

植
田 

華
澄 

あ
の
人
に 
会
う
た
め
今
日
は 

遠
回
り 

 
 
 
 
 
 
 

一
年
Ｄ
組 

野
口 

明
日
香 

  

○
学
年
賞 

 

○
国
語
科
賞 

 
 

  

今
年
の 

俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
作
品
が 

決
定
し
ま
し
た
。 

今
年
も 

力
作
揃
い
で
す
。 

  

二
年
Ｄ
組 

三
枝 

祐
斗 

勝
利
へ
と 

近
づ
く
為
の 

冬
の
糧 

〈 

教
頭
コ
メ
ン
ト 

〉 

い
つ
か
実
を
結
ぶ
で
あ
ろ
う
春
の
到
来
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 
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『
あ
な
た
が
世
界
を
変
え
る
日
』 

セ
ヴ
ァ
ン 

カ
リ
ス 

ス
ズ
キ 

学
陽
書
房 

  

 

     

 

 

 

 

 

高
校
生
の
今
、
な
ぜ
学
ぶ
の

か
。
高
校
三
年
生
か
ら
一
年
間

で
東
大
合
格
を
め
ざ
す
『
ド
ラ

ゴ
ン
桜
』
の
講
義
の
書
籍
化
。 

  

 

『
知
的
生
産
の
技
術
』 

 

梅
棹 

忠
夫 

 

岩
波
書
店 

 

  いろいろな角度から

 を考えてみよう 
 

            を 
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読んで 

  

読
書
法
や
ノ
ー
ト
術
、
ア
イ

デ
ア
の
整
理
な
ど
が
指
南
に
よ

り
、
学
び
考
え
て
い
く
技
術
が

身
に
つ
く
。 

 

  

 

 

『「
わ
か
る
」
と
は
何
か 

長
尾 

真 

岩
波
書
店 

  
 

『
働
く
理
由 

 

の
名
言
に
学
ぶ
シ
ゴ
ト
論
』 

戸
田 

 

智
弘 

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン 

 

見
返
り
を
求
め
ず
、
た
だ
一
人
、

荒
れ
地
に
木
の
実
を
植
え
続
け
、

つ
い
に
は
森
を
蘇
ら
せ
た
老
農
夫

の
物
語
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
が
ら
、

自
然
の
摂
理
や
人
間
の
幸
福
に
つ

い
て
多
く
を
問
い
か
け
る
珠
玉
の

短
編
。 

人
が
「
わ
か
る
」
た
め
に
は
何

が
必
要
な
の
か
。
Ｉ
Ｔ
・
ク
ロ
ー

ン
な
ど
の
科
学
技
術
を
テ
ー
マ

に
人
間
本
来
の
理
解
の
仕
組
み

を
考
え
る
。 

「
学
ぶ
こ
と
」
を
考
え
て
み
よ
う 

『 
 

歳
の
教
科
書
』 

７
人
の
特
別
講
義
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

講
談
社 

一
九
九
二
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
開

か
れ
た
国
連
の
地
球
環
境
サ
ミ

ッ
ト
。
カ
ナ
ダ
人
の
十
二
歳
の
少

女
が
、
世
界
各
国
の
リ
ー
ダ
ー
た

ち
を
前
に
行
っ
た
ス
ピ
ー
チ
が

絵
本
に
な
っ
た
。 

豊
か
な
会
話
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
成
り
立
つ
の
か
。
話
の
流
れ

を
つ
か
む
「
文
脈
力
」
や
基
盤
と

し
て
の
身
体
の
重
要
性
を
強
調
し

つ
つ
、
生
き
い
き
と
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
考
え

る
内
容
の
本
。 

『
木
を
植
え
た
人
』 

ジ
ャ
ン
・ジ
オ
ノ
著
・
原
み
ち
子
訳 

こ
ぐ
ま
社 

『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
』 

斎
藤 

孝 

岩
波
書
店 

『
伝
わ
る
！
修
造
ト
ー
ク
』 

松
岡 

修
造 

飛
鳥
新
社 

「
自
分
と
社
会
」
を
考
え
て
み
よ
う 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
考
え
て
み
よ
う 

著
名
人
の
仕
事
に
関
す
る
名
言

集
。
自
分
に
と
っ
て
の
仕
事
、
そ

し
て
人
生
を
も
っ
と
考
え
た
く
な

る
一
冊
。 

「
話
が
通
じ
な
い
」
こ
と
を
前

提
に
、
周
り
の
人
に
自
分
を
わ

か
っ
て
も
ら
い
、
信
頼
関
係
を

築
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

を
語
る
。 

人
前
で
話
す
こ
と
が
苦
手
だ
っ

た
と
い
う
作
者
が
、
仕
事
の
現
場
で

学
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

コ
ツ
を
完
全
公
開
し
た
本
。 

『
あ
な
た
の
話
は
な
ぜ
「
通
じ
な
い
」
の
か

』 

 
 
 
 
 

 

山
田 

ズ
ー
ニ
ー 

筑
摩
書
房 

「
働
く
こ
と
」
を
考
え
て
み
よ
う 
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一
年
Ｄ
組 

 

野
口 
明
日
香 

 
  

今
回
の
研
修
会
で
は
、
今
年
度
受
賞

し
た
読
書
感
想
文
の
発
表
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
受
賞
者
本
人
に
よ
る

発
表
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
内
容
で

し
た
。
み
な
さ
ん
の
発
表
を
聞
い
て
、

私
も
、
人
の
心
を
動
か
せ
る
よ
う
な
読

書
感
想
文
が
書
け
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。 

 

 

一
年
Ｄ
組 

 
 

中
澤 

瑞
稀 

 

私
は
「
童
話
を
現
代
風
に
し
よ
う
」

と
い
う
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
選

ん
だ
作
品
は
『
桃
太
郎
』
で
す
。
最
初

は
効
率
よ
く
話
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
が
、
時
間
が
足
り
な
く
な
り
、

色
付
け
ま
で
終
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

残
念
で
す
。 

他
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
聞
く
と
、

構
成
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、
想
像
力
も
豊
か
で
、
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
い

作
品
ば
か
り
で
し
た
。 

こ
の
研
修
会
で
は
、
他
校
生
と
の
交

流
も
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

                

 

一
年
Ｄ
組 

前
田 

彩
乃 

 
 
 

 
 

私
が
参
加
し
た
研
修
会
は
、
昔
話
を
現
代

風
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
分
科
会
で
す
。 

他
校
生
と
一
緒
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合

っ
て
、紙
芝
居
を
作
り
ま
し
た
。『
か
ぐ
や
姫
』

を
現
代
風
に
す
る
の
で
す
が
、
か
ぐ
や
姫
が

月
に
帰
る
場
面
を
絵
で
表
現
す
る
際
、
と
て

も
悩
み
ま
し
た
。
特
に
、
限
ら
れ
た
時
間
で

仕
上
げ
る
の
は
難
し
く
、
納
得
の
い
く
で
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
達
成
感
を
感

じ
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
。 

 

       

                                

         

    

図
書
委
員
研
修
会
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実
施
日 

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
日
（
水
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

会

場 

ひ
た
ち
な
か
市
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ 

 

 

【「検察官」「検察事務官」
になるには】 

 「検察事務官」の仕事は「検察

庁」の仕事に関する事務作業を行

います。検察官の下で捜査協力や

取り調べなどを行うものです。  

 司法試験は必要なく、国家公務

員試験Ⅱ種、Ⅲ種の「行政事務」

区分から採用されているようで

す。 

【「鑑識」になるには】 

鑑識は、筆跡・指紋・血痕(け

っこん)などの資料を科学的に調

べる仕事です。「鑑識」を希望す

る場合、地方公務員の警察官に

なり、現場の交番勤務からチャ

ンスを掴んでステップアップし

ていきます。「鑑識」に必要な基

礎知識や技能は警察学校で学び

ます。手先の器用さが求められ

る職業でもあります。 

【「助産師」になるには】 

助産師国家試験に合格すること

が必要です。助産師の試験は、看護

師資格を取得していないと受ける

ことができないので、看護師国家試

験に合格し、助産師養成校で一年以

上学び、技術を身につけてやっと受

験できます。一部の看護大学では、

看護師、助産師、両方の受験資格を

得るところもあります。 

 

 
【「テレビカメラマン」になるには】 

放送局に入局するか、ＴＶ業務を行うプロダクショ

ンに所属します。カメラマンとしての資格は必要とさ

れません。しかし、カメラの基礎知識や、あらゆる分

野の教養を身に付けることが要求されます。体力勝負

のうえ、語学力や、映像に対するセンスも磨くことが

大事です。 

【「客室乗務員」になるには】 

 客室乗務員とは、旅客機に搭乗し、乗客の搭乗か

ら到着までさまざまな業務を行う仕事です。海外で

はフライトアテンダントまたはキャビンクルーと

呼ばれています。採用試験は、各航空会社で受験し

ます。応募資格は各航空会社によって違いますが、

専門学校以上の学歴が必要とされています。 

『夢 を実現 するための努力をしよう』  

テレビや映画に出てくるあの仕事 

 

 

図書室 で 

進路のヒントを 

見つけませんか 


